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危
険
な
行
為
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
処
罰
す
る
刑
法
原
則
を
覆

す
「
共
謀
罪
」が
、５
月
23
日

衆
院
本
会
議
で
、自
民･

公
明･

維
新
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、参
議
院
に
送
ら
れ
た
。現

在
で
も
警
察
は
捜
査
の
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
理
由
で
あ
ら
ゆ

る
個
人
情
報
を
集
め
て
い
る
。

原
田
宏
二
氏
（
元
北
海
道
警
釧

路
方
面
本
部
長
）に
よ
れ
ば
、そ

の
情
報
は
、「
コ
ン
ビ
ニ
防
犯
カ

メ
ラ
映
像
、携
帯
電
話
の
加
入

状
況
、通
信
記
録
、銀
行
口
座
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
状

況
、戸
籍
抄
本
、学
校
の
成
績
」

（
救
援
新
聞
２
０
１
７
年
５
月

25
日
）な
ど
あ
ら
ゆ
る
個
人
情

報
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。「
共

謀
罪
」は
、「
相
談･

計
画
」段
階

で
犯
罪
が
成
立
す
る
た
め
、よ

り
早
い
段
階
か
ら
捜
査
が
は
じ

ま
る
。ま
た
「
組
織
犯
罪
集
団
」

が
対
象
に
な
る
た
め
、そ
の
団

体
の
一
人
ひ
と
り
の
個
人
情
報

が
対
象
と
な
る
。証
拠
が
文
書

や
録
音
で
残
っ
て
い
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
。と
す
れ
ば
、自
白

を
強
要
す
る
取
り
調
べ
が
強
化

さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、目
に
見

え
て
い
る
。労
働
組
合
な
ど
の

一
般
の
団
体
で
も
、「
犯
罪
を
実

行
す
る
団
体
」に
一
変
し
た
と

捜
査
機
関
が
判
断
す
れ
ば
、監

視･

処
罰
対
象
に
な
り
う
る
。

政
権
に
反
対
し
て
い
る
団
体
構

成
員
は
、日
常
的
監
視
体
制
の

下
に
置
か
れ
、市
民
社
会
は
疑

心
暗
鬼
と
な
り
「
沈
黙
」す
る
。

民
主
主
義
の
基
盤
と
な
る
「
表

現
の
自
由
」は
抹
殺
さ
れ
、戦
前

の
「
監
視･

密
告
社
会
」が
再

現
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
（
奥
）

憲法９条改悪は許さない
―憲法記念日集会―

共
謀
罪
は
廃
案
に
！

―
衆
院
が
採
決
強
行
―

憲
法
カ
フ
ェ
に
88
名

―
は
ち
の
へ
九
条
の
会
―

　

自
民
・
公
明
・
維
新
の
会

は
、
共
謀
罪
法
案
を
23
日
の
本

会
議
で
強
行
採
決
し
ま
し
た
。

共
謀
罪
法
案
は
、
思
想
・
信
条

の
自
由
、
内
心
の
自
由
を
侵
す

こ
と
か
ら
52
の
弁
護
士
会
す
べ

て
が
反
対
、
ま
た
著
名
な
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
や
学
者
・
文
化
人

も
反
対
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
各
社
の
世
論
調
査

に
よ
る
と
、
共
謀
罪
の
賛
否
は

拮
抗
（
賛
成
39
・
９
％
、
反
対

　
５
月
３
日
、
は
ち
の
へ
九
条

の
会
主
催
の
憲
法
カ
フ
ェ
が
長

者
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
88

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
お
話

は
、
明
日
の
自
由
を
守
る
若
手

弁
護
士
の
会
の
橋
場
丈
俊
さ

ん
。
参
加
者
に
、
憲
法
を
守
る

べ
き
な
の
は
誰
？
と
問
う
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。
憲
法
は
、

国
民
で
な
く
、
国
、
権
力
を
縛

る
も
の
だ
と
立
憲
主
義
の
原
理

を
説
明
し
ま
し
た
。
ク
ー
デ
タ

ー
に
等
し
い
と
の
認
識
も
あ
る

解
釈
改
憲
（
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
、
戦
争
法
）
や
緊
急
事

態
条
項
の
問
題
に
つ
い
て
も
説

明
。
明
文
改
憲
の
た
め
に
持
ち

出
さ
れ
て
い
る
「
新
し
い
人

権
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

や
ろ
う
と
思
え
ば
現
行
憲
法
で

で
き
る
内
容
な
の
に
と
述
べ
、

こ
の
こ
と
を
持
ち
出
し
た
党
派

の
企
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
自
民
党
の
改
憲
草
案
に
つ
い

て
は
、
立
憲
主
義
の
立
場
に
な

く
、
国
民
を
し
ば
り
人
権
を
制

約
す
る
内
容
が
随
所
に
あ
る
と

批
判
。
憲
法
の
名
に
値
し
な
い

41
・
４
％
）
、
政
府
が
十
分
説

明
し
て
い
る
か
で
は
、
十
分
だ

と
は
思
わ
な
い
が
77
・
２
％ 

、
今
国
会
で
成
立
さ
せ
る
べ
き

か
ど
う
か
で
は
、
成
立
さ
せ
る

べ
き
31
・
０
％
、
成
立
さ
せ
る

必
要
が
な
い
56
・
１
％
（
朝
日

新
聞
の
調
査
）
と
し
、
採
決
の

拙
速
に
反
対
し
て
い
ま
す
。

　

国
連
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
関

す
る
特
別
報
告
者
が
共
謀
罪
法

５
／
19
十
和
田
集
会

５
／
20
弘
前
集
会

５
／
19
八
戸
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

５
／
17
青
森
集
会

は
ち
の
へ
憲
法
カ
フ
ェ

青
森
市
の
憲
法
集
会

　
憲
法
施
行
70

周
年
を
迎
え
る

５
月
３
日
、
青

森
市
駅
前
公
園

で
「
憲
法
記
念

日
・
青
森
リ
レ

ー
ト
ー
ク
集

会
」
が
開
催
さ

れ
、
市
民
な
ど

２
６
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

県
９
条
の
会
や

憲
法
ネ
ッ
ト
、

県
労
連
・
市
民

３
項
に
「
自
衛
隊
の
明
文
化
」

を
追
加
、
２
０
２
０
年
に
施
行

す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。
首
相

が
改
憲
を
提
案
す
る
こ
と
は
憲

法
99
条
の
「
憲
法
尊
重
擁
護
の

義
務
」
違
反
に
な
る
こ
と
は
明

白
で
撤
回
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

８
割
の
国
民
が
憲
法
９
条
は
日

本
の
平
和
と
安
全
に
役
立
っ
て

い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
）
。
改
憲
阻
止
の
闘
い
が

い
よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え
ま

す
。

案
に
関
し
て
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
や
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
政
府
に
書
簡

を
提
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

政
府
は
こ
れ
に
抗
議
を
し
て
い

ま
す
。
国
連
の
指
摘
を
無
視
し

て
で
も
共
謀
罪
を
強
行
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

共
謀
罪
反
対
の
集
会
や
行
動

が
県
内
で
も
旺
盛
に
取
り
組
ま

団
体
・
政
党
な
ど
12
団
体
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
主
催
者
を

代
表
し
て
金
澤
茂
氏
が
、
「
改

憲
を
阻
止
し
、
共
謀
罪
を
廃
案

に
追
い
込
む
ま
で
全
力
を
挙
げ

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
各
代

表
９
名
が
た
た
か
い
の
決
意
を

表
明
し
た
後
、
市
内
を
デ
モ
行

進
、
市
民
に
「
憲
法
守
れ
！
」

「
憲
法
違
反
の
共
謀
罪
廃
案
」

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
安
倍
首
相
は
、
憲
法
記
念
日

に
読
売
新
聞
紙
上
と
日
本
会
議

が
主
導
す
る
改
憲
団
体
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
、
憲
法
９
条
の
１

項
、
２
項
を
残
し
た
ま
ま
、
第

れ
て
い
ま
す
。
青
森
市
で
は
県

9
条
の
会
、
憲
法
ネ
ッ
ト
、
県

労
連
な
ど
12
団
体
に
よ
る
「
共

謀
罪
を
許
さ
な
い
！
青
森
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
１
６
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
弘
前
市
で

は
１
０
０
名
が
参
加
し
た
集

会
、
八
戸
市
で
は
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
十
和
田
市
で
は
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
物
と
断
罪
し
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
や
麦
茶
を
い
た

だ
き
な
が
ら
で
し
た
が
、

交
流
の
時
間
が
少
な
か
っ

た
の
が
残
念
。
隣
席
の
地

元
紙
記
者
は
、
取
材
で
な

く
憲
法
に
つ
い
て
勉
強
し

よ
う
と
思
っ
て
参
加
し
た

と
発
言
し
ま
し
た
（
自
己

紹
介
の
際
）
。
（
三
八
地

労
連
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

　
な
お
、
戦
争
法
廃
止
を

求
め
る
三
八
連
絡
会
は
、

共
謀
罪
の
廃
案
を
求
め
、

5
月
15
日
〜
19
日
ま
で
、

連
続
し
て
行
動
を
展
開
し

ま
し
た
。

＝
お
知
ら
せ
＝

核
燃
立
地
反
対
一
七
年
度
総
会

と
き　
　

６
月
17
日
㈯
13
時

と
こ
ろ　

ア
ピ
オ
大
研
修
室

最
賃
座
り
込
み
行
動

と
き　
　

７
月
10
日
㈪
10
時

と
こ
ろ　

青
森
駅
前
公
園

大
間
原
発
反
対
現
地
集
会

と
き　
　

７
月
16
日
㈰
12
時

と
こ
ろ　

大
間
原
発
隣
接
地

青
森
年
金
裁
判
第
５
回

口
頭
弁
論

と
き　
　

７
月
21
日
㈮
14
時

と
こ
ろ　

青
森
地
方
裁
判
所
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﹁
共
謀
罪
﹂
学
習
会

に
参
加
。
戦
前
の
治
安
維
持
法

が
導
入
さ
れ
た
時
の
国
会
答
弁

が
現
在
の
「
共
謀
罪
」
法
案
の

政
府
答
弁
に
そ
っ
く
り
な
の
に

驚
い
た
。
ま
さ
に
現
代
版
治
安

維
持
法
で
あ
る
。
断
じ
て
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
菊

池
嘉
任
・
年
金
者
組
合
）

値
上
げ
の
春

が
や
っ
て
き
た
。
葉
書
き
は
10

円
、
紙
も
の
10
％
、
小
麦
が
上

が
れ
ば
パ
ン
も
上
が
る
。
何
か

お
か
し
く
な
い
？
（
中
村
龍

平
・
建
交
労
）

﹁
フ
�
�
ク
の
神
様
﹂

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
こ
と
に

な
り
、
最
近
何
十
年
も
前
に
よ

く
聞
い
て
い
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
を
聞
い
て
い
ま
す
。
な
つ
か

し
い
。（
久
保
田
栄
美
・
県
教

組
）

政
府
の
地
域
医
療
構
想

に
よ
る
と
青
森
県
の
入
院
ベ
ッ

ト
は
マ
イ
ナ
ス
４
６
６
１
と
な

っ
て
お
り
、
在
宅
看
護
で
担
え

と
言
う
仕
打
ち
で
す
。
と
く
に

18年４月から国保は県移管
保険料増、医療費削減

最
賃
大
幅
引
き
上
げ
で

人
口
流
出
に
歯
ど
め

社
保
協
の
国
保
学
習
会

県
に
申
し
入
れ
る
七
道
県

店
舗
で
の
署
名
活
動

　

日
本
被
団
協
や
原
水
協
、
広

島
市
長
、
長
崎
市
長
は
、
核
兵

器
廃
絶
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
か
ら
７
月
７
日
に

か
け
て
「
国
連
会
議
」
の
第
２

会
期
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
第

１
会
期
に
参
加
し
た
１
１
５
カ

国
を
超
え
る
多
く
の
国
が
参
加

す
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
に
追
随

し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を

　

５
月
22
日
、
「
核
兵
器
禁
止

条
約
の
国
連
会
議
」
の
ホ
ワ
イ

ト
議
長
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
原
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
禁
止
の
主
な
項
目
は
、
①
核

兵
器
の
開
発
や
生
産
・
製
造
・

取
得
・
保
有
・
貯
蔵
②
核
兵
器

の
管
理
の
直
接
・
間
接
の
移
転

③
核
兵
器
の
使
用
④
核
実
験
な

ど
で
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
は
大
変
な
事

態
と
な
り
ま
す
。（
岡
本
猛
・

年
金
者
組
合
）

春
到
来
！

山
菜
の
季
節
だ
。
す
で
に
ば
っ

け
味
噌
は
作
っ
た
。
コ
ゴ
ミ
、

タ
ラ
ッ
ポ
、
ク
レ
ソ
ン
、
フ

キ
、
ミ
ズ
と
続
く
。
年
金
生
活

者
に
と
っ
て
は
貴
重
な
食
材
で

あ
る
。（
中
道
博
章
・
年
金
者

組
合
）

今
年
度
１
年
で

再
雇
用
は
終
わ
り
ま
す
。
来
年

度
か
ら
の
生
活
を
考
え
る
と
少

し
不
安
で
す
。（
工
藤
順
勝
・

私
教
連
）

４
月
に
な
り

新
入
職
員
が
入
っ
て
き
て

「
春
」
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
長
内
彩
菜
・
健
生
労
組
）

　

政
府
は
、

団
塊
の
世

代
が
75
歳

に
達
す
る

い
わ
ゆ
る

「
２
０
２
５

年
問
題
」
を

に
ら
ん
で
医

療
費
の
抑
制

と
保
険
料
の

引
き
上
げ
を

推
進
し
て
い

ま
す
。
政
府

の
地
域
医
療

構
想
策
定
の

方
針
に
従
い
、
青
森
県
は
他
県

に
先
駆
け
て
地
域
医
療
構
想
を

作
成
、
県
全
体
で
２
、３
９
９

床
の
削
減
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
国
立
弘

前
病
院
と
弘
前
市
立
病
院
の
統

合
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
医
療
費
を
抑
制
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が

担
っ
て
き
た
国
保
の
運
営
を
来

年
４
月
か
ら
都
道
府
県
に
移
管

す
る
こ
と
を
決
定
、
青
森
県
も

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

は
、
５
月
17
日
青
森
市
で
県
の

担
当
者
を
招
い
て
「
国
保
単
位

化
」
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
担
当
者
は
、
①
国
民
皆
保

険
制
度
の
堅
持
②
医
療
保
険
制

度
の
安
定
化
②
世
代
間
・
世
代

内
の
公
平
化
④
医
療
費
の
適
正

化
な
ど
、
国
保
の
単
一
化
の
内

容
を
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
「
市
町
村
の
繰
り
入
れ
は

認
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
の
際
の

ペ
ナ
ル
テ
イ
ー
は
な
い
の
か
」

な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
「
今
ま

で
通
り
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約

草
案
公
表
さ
れ
る

向
け
て
い
る
被
爆
国
日
本
の
参

加
を
勝
ち
取
る
た
め
に
運
動
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

５
月
23
日
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
を
す
す
め
る
県
連
絡
会

は
代
表
者
会
議
を
開
催
、
各
団

体
か
ら
23
名
が
参
加
、
署
名
推

進
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
は
か

り
ま
し
た
。
加
入
団
体
は
23
で

署
名
は
２
３
、４
１
７
筆
が
集

約
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
27
日
、

県
連
絡
会
は
青
森
市
の
県
民
生

協
新
城
店
と
コ
ス
モ
ス
館
（
富

田
）
で
15
名
の
参
加
で
署
名
活

動
を
展
開
、
70
筆
を
集
め
ま
し

た
。

第319回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
７
月
15
日

●
発
表
＝
８
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

319
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
６
月
１
日
以
降
52
円
か
ら
62

円
に
改
定

③
ス
イ
ー
ツ
の
一
つ
で
す

⑥
「
駅
馬
車
」
も
「
シ
ェ
ー
ン
」

も
…
劇

⑧
損
を
し
て
取
る
も
の

⑨
林
家
正
楽
さ
ん
の
…
芸

⑪
祭
り
の
と
き
か
つ
ぎ
ま
す

⑫
マ
ッ
プ
。
日
本
…
。

⑬
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
姿

⑮
ベ
ル
ト
の
止
め
金

⑰
格
言
「
…
は
…
屋
」

⑲
シ
ョ
ウ
ガ
を
ガ
リ
と
言
う

⑳
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
や
植
村
直

己
さ
ん
の
肩
書

㉒
金
…
。
熱
帯
…
。

㉓
…
オ
ニ
ギ
リ
…
パ
ス
タ

㉔
ア
ニ
メ
「
風
の
谷
の
…
」

㉕
右
へ
曲
が
り
ま
〜
す

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
高
倉
健
さ
ん
主
演
の
名
作

「
幸
福
の
黄
色
い
…
」

②
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い

神
秘
的
な
出
来
事

③
…
蜂
取
ら
ず

④
徳
川
光
圀
の
別
名

⑤
漢
字
で
は
「
土
筆
」

⑦
他
を
服
従
さ
せ
る
力

⑩
尾
瀬
の
湿
原
に
群
生

⑪
脳
…
。
手
前
…

⑭
セ
ブ
ン
も
太
朗
も
い
る
…

マ
ン

⑯
若
々
し
い
…
の
あ
る
肌

⑱
電
灯
が
な
い
と
真
っ
暗

⑲
ツ
ク
シ
は
こ
れ
の
胞
子
茎

㉑
昔
は
腰
か
け
て
測
り
ま
し

た㉓
ト
ビ
が
生
む
こ
と
も
あ
る

第
317
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
イ
チ
ネ
ン
セ
イ

《
当
選
者
》
14
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。

加
藤
直
子
（
全
医
労
）

中
道
博
章
（
年
金
者
組
合
）

長
内
彩
菜
（
健
生
労
組
）

檜
山
恵
美
子
（
年
金
者
組
合

家
族
）

工
藤
順
勝
（
私
教
連
）

　
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
の
確
立
と
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ

を
求
め
て
、
全
労
連

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
最
賃
キ
ャ
ラ
バ

ン
２
０
１
７
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
５
月
21

日
（
日
）
に
青
森
市
ア
ピ
オ
で

ス
タ
ー
ト
集
会
を
開
催
し
、
最

低
生
計
費
調
査
の
分
析
を
担
っ

て
い
る
中
澤
秀
一
氏
（
静
岡

県
立
大
学
短
期
大
学
部
准
教

授
）
の
講
演
を
受
け
、
意
思
統

一
を
行
い
ま
し
た
。
翌
22
日

（
月
）
に
は
、
７
道
県
労
連
の

代
表
が
、
青
森
労
働
局
長
と
県

知
事
へ
の
要
請
を
行
い
、
人
口

流
出
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
地

元
定
着
で
き
る
賃
金
の
確
立
の

た
め
に
も
、
政
労
使
合
意
に
基

づ
く
時
給
１
０
０
０
円
の
早
期

実
現
を
求
め
ま
し
た
。
青
森
県

の
人
口
は
、
毎
年
減
少
を
続
け

１
３
０
万
人
を
割
り
込
ん
で
い

ま
す
が
、
最
低
賃
金
の
低
さ
が

人
口
流
出
の
一
因
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
青
森
駅

前
で
街
頭
宣
伝
・
署
名
行
動
を

行
い
、「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い

て
も
、
税
金
や
社
会
保
険
料
を

差
し
引
く
と
手
取
り
８
万
円
程

度
に
し
か
な
ら
な
い
、
最
低
賃

金
１
０
０
０
円
で
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
脱
出
、
１
５
０
０
円
で
結

婚
の
壁
突
破
」
な
ど
、
最
賃
引

き
上
げ
を
訴
え
ま
し
た
。


